
ミャンマー難民キャンプ活動報告

　今回ＡＭＤＡより派遣され、

現状、活動の内容、健康状態、

１　現状について

　　　　　　　ＡＭＤＡ　　長谷川昭一

５月８日－６月１２日迄難民キャンプで活動した。以下、

問題点について報告する。

　６月７日現在、難民数は２６万８１３４人で、この時点での一日難民流人数は約２００

人だった。当初５月１５日から始まる予定だった自主帰還は中止となり、その後の両国間

の交渉は難航している。難民たちも彼らの人権と自由が確保されないかぎり戻らないとい

っているので、当分の間この問題はつづくものと思われる。

　キャンプは１３にわかれ、コックスバザールからテクナフ迄の地域約６０ｋｍのあいだ

に散在｀している。うち９万３３人にはｓｈｅｌｔｅｒがなく、ＤＵＭＤＵＭＩＡやＧＵＮ

ＤＵＭなどの大きいキャンプではトイレや井戸も不十分である。

　各キャンプには政府から派遣された役人が勤めるｏｆｆｉｃｅ、保健省管轄のｃｌｌｎ

ｉｃ、３－４のＮＧＯがあり共同して救援にあたっている。

２　我々の活動について

　４月２５日より寄生虫駆除と衛生教育のプロジェクトがはじまった。

　寄生虫駆除は、ｌｅｖａｍｉｓｏｌにｌ ｉｑｕｉｄ　ｐａｒａｆｆｉｎをへいようする

もので、ｓｉｎｇｌｅ　ｄｏｓｅとした。

　衛生教育のほうはわたしがついた時点で行なわれていなかったため、徐々に準備をすす

め、大型の絵を使いながら寄生虫の生活史、水、トイレについて１ｅｃｔｕｒｅをすると

いう方式をとった。内容についてはまだまだ改善の余地があると思われる。

　コックスバザールにもっともちかいＤｈｏａｐａｌｏｎｇを第一の対象として選び、６

ヵ月から１２才までのこども６０００人強をｔａｒｇｅｔとした。５月３０日までに５３

６７人をカバーしこのキャンプでの活動を終了した。６月２日よりＤｅｃｈｕａｐａｌｏ

　ｉｇ１にて活動を再開したが、もろもろの事情を検討し今度は家族全員を対象とすること

にした。８日までに８４６人を診た。

　この間感染症などの疾病に気付いた際は、近くのｃｌｉｎｉｃに紹介した。

３　健康状態について

　コレラなどのｅｐｉｄｅｍｉｃ　ｄｉｓｅａｓｅが流行するような事態にはなつていな

ったが、後述するように貧血、皮膚病、栄養不良症、下痢性疾患などがおおくみられた。

　死因としては、これも後述するように栄養不良症、下痢性疾患、呼吸器感染症によるも

のがおおかった。

　雨季が本格化すると、現状では相当数の死者がでる可能性があると思われる。
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＜調査１＞

子供２５４人中みられた疾患は以下のとうり（３人のＤｒで実施）

貧血

皮膚病

栄養不良症（高度のみ）

下痢性疾患

結膜炎

水頭症
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６月２日時点で政府に報告があった死因の内わけは以下のとうり

　栄養不良症

　下痢性疾患

　心疾患

　痙學

４　活動の評価について

　１）寄生虫駆除
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駆虫薬投与後８－９日目に、２５４人のこどもを対象に調査を実施した。

寄生虫が便中に確認されたもの

　　　　　　　　　　　Ｉ　･●-寄生虫を便中に確認できなかったもの

投与後便秘があったもの

２）衛生教育について

別紙を参照

5’問題点について

　１）いつまでやるか

　２）人材をいかに確保するか

　３）衛生教育の方法について

　４）対外活動について

　５）待遇について
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診療中の長谷川医師（左側）
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